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幌内鉄道

手宮～幌内

石
炭
輸
送
の
た
め
の
鉄
道

白
石
の
鉄
道
の
歴
史
は
、
明
治

十
五
年
十
一
月
十
三
日
の
幌
内
鉄

道
開
通
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
鉄

道
は
、
幌
内
炭
鉱
（
現
三
笠
市
）

の
石
炭
を
小
樽
港
か
ら
運
び
出
す

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
北
海
道

開
拓
使
が
設
け
た
も
の
で
、
手
宮

（
現
小
樽
市
）
〜
札
幌
〜
幌
内
の

九
十
一
・
二
キ
ロ
を
結
ん
だ
。

札
幌
・
幌
内
間
に
つ
い
て
は
、

開
業
当
時
、
旅
客
列
車
と
石
炭
輸

送
列
車
が
そ
れ
ぞ
れ
一
日
に
一
往

復
運
行
し
、
冬
期
間
は
積
雪
の
た

め
運
転
を
休
止
し
て
い
た
。

ま
た
、
白
石
に
は
正
式
な
駅
舎

は
な
く
、
仮
乗
降
場
が
設
置
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
必
要
な
と
き
に
フ

ラ
グ
（
旗
）
を
掲
げ
て
汽
車
を
止

め
て
、
客
の
乗
り
降
り
や
貨
物
の

荷
下
ろ
し
を
行
う
の
で
、
フ
ラ
グ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
も
呼
ば
れ
た
。

白
石
駅
が
誕
生

幌
内
鉄
道
は
、
明
治
二
十
二
年

�
大
正
十
年
こ
ろ
の
白
石
乗
降
場
。
こ

の
当
時
は
、
旅
客
だ
け
で
一
日
に
十
往

復
の
列
車
が
運
行
し
て
い
た

�
明
治
十
五
年
こ
ろ
の
白
石
仮
乗
降
場
。

北
郷
最
初
の
入
植
者
で
あ
る
稲
垣
岩
松

が
当
時
、
乗
車
券
の
取
り
扱
い
を
代
行

し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
仮
乗
降
場
は
、

十
六
年
に
一
旦
休
止
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
復
活
し
、
二
十
三
年
九
月
（
一
説
に

は
二
十
二
年
十
一
月
）
に
廃
止
さ
れ
た

特
集
…
白
石
歴
史
探
訪
④

白
石
鉄
道
物
語

か
つ
て
白
石
に
敷
か
れ
た
三
つ
の
鉄
道
は
、

白
石
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

今
も
活
躍
す
る
鉄
道
、
そ
し
て
消
え
て
い
っ
た
鉄
道
。

今
月
号
で
は
、
白
石
の
街
を
見
守
り
つ
づ
け
た

こ
れ
ら
の
鉄
道
の
移
り
変
わ
り
を
た
ど
っ
て
み
た
。

昭和９年１２月の鉄道地図。太くて黒い線が国有鉄道で、細い線が私鉄。定山渓鉄
道（白石～定山渓）と北海道鉄道（沼ノ端～苗穂）が東札幌で交差しているのが
分かる。また、苗穂～東札幌間が電化されているのが確認できる�


